
事例 小学校社会科 可茂地区（Ｓ小学校）

１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第６学年

学習指導要領 第６学年の内容（１）ク

単 元 名 「戦争を体験した人々とくらし （全７時間）」

単 元 目 標 ○戦争当時の人々のくらしや子どもの学校生活等の状況に関心をもち、当時の生活

について意欲的に調べることを通して、我が国の歴史や伝統を大切にし、国の平

和や発展に生かしていこうとする願いをもつことができる。

（ ）社会事象への関心・意欲・態度

○戦争当時の人々の生活や当時の出来事から、学習問題を見出して追究・解決し、

その時代を生きた人々の思いや戦争の意味や世の中に及ぼした影響等を考え、適

。 （ ）切に判断することができる 社会的な思考・判断

○戦争中の状況について的確に調査を行ったり、各種の基礎的資料を効果的に活用

したりするとともに、調べた過程や結果を工夫して表現し、仲間と交流すること

。 （ ）で考えを深めるよう表現することができる 観察・資料活用の技能・表現

○日本が他国と戦争をした理由や国民や他の国々の人に大きな損害を与えたことを

理解するとともに、当時の人々の生活や考え方を理解することができる。

（ ）社会的事象についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成上の工夫

・単元指導計画の導入部に八百津町にも残る「青い目の人形」のエピソードを取り

入れることにより、戦争当時の人々の状況を身近に感じ、追究意欲が高まるよう

にする。

・ 青い眼の人形」から戦争当時の日本の状況、国民の生活へと学習ポイントをしぼ「

り、調べる学習を効果的に位置付けるなど、児童の思考の流れに合わせて指導計

画を作成する。

・指導計画に、調査活動の時間を適切に設け、目的や方法を明確にするとともに、

一単位時間のねらいを焦点化する。

○単位時間における工夫

・学習プリントを用いて、個々の学習の記録を残すようにし、単位時間の評価や次

時の指導に生かす。

・写真資料・図表など基礎的な資料を準備し、自分の考えの追究の方向にあった資

料を選択できるようにするとともに、資料を見る観点を具体的に示すことで児童

が自主的に課題追究できるようにする。

・個々の児童が本やインターネットで調べたことやインタビューで調べたことを一

覧表にしたり、掲示したりして意見交流がしやすいようにする。

参 考 資 料 資料１： 第１時 青い眼の人形 パッテローちゃん（写真）

資料２： エルベラー嬢歓迎会

資料３： 叩き壊せ 青い目の人形

資料４： 文部省の態度

資料５： あるおじいさんの話

資料６： 当時の教科書（社会科資料集を活用）

資料７： 第７時 人形を守った水谷先生

資料８： 和知小学校の子どもと青い目の人形



２ 単元の評価規準

ア 社会的事象への イ 社会的な思考・ ウ 観察・資料活用の エ 社会的事象につ

関心・意欲・態度 判断 技能・表現 いての知識・理解

内 国家・社会の発展に 国家・社会の発展に大 わが国の歴史上の主な 自分たちの生活の歴

容 大きな働きをした先 きな働きをした先人の 事象にかかわる先人の 史的背景、我が国の

の 人の優れた業績や文 優れた業績や文化遺産 業績や代表的な文化遺 歴史や先人の働きを

まご 化遺産に関心をもち から学習の問題を見出 産を的確に調査した 理解している。、

とと それを意欲的に調べ して追究・解決し、歴 り、地図や年表などの

まの ることを通して、わ 史を学ぶ意味を考え、 各種の基礎的資料を効

り評 が国の歴史や伝統を 適切に判断する。 果的に活用したりする

価 大切にし国を愛する とともに、調べた過程

規 心情をもとうとする や結果を目的に応じた。

準 方法で表現する。

戦争当時の人々のく 戦争当時の人々の生活 戦争中の状況について 日本が他国と戦争を

単 らしや子どもの学校 や当時の出来事から、 的確に調査を行った した理由や国民や他

元 生活等の状況に関心 学習問題を見出して追 り、各種の基礎的資料 の国々の人に大きな

の をもち、当時の生活 究・解決し、その時代 を効果的に活用したり 損害を与えたことを

評 について意欲的に調 を生きた人々の思いや するとともに、調べた 理解するとともに、

価 べることを通して、 戦争の意味や世の中に 過程や結果を工夫して 当時の人々の生活や

規 我が国の歴史や伝統 及ぼした影響等を考え 表現し、仲間と交流す 考え方を理解してい、

準 を大切にし、国の平 適切に判断する。 ることで考えを深める る。

和や発展に生かして よう表現する。

いこうとする願いを

もとうとする。

学 ①青い目の人形に対 ①子どもたちの青い目 ①戦争中の日本の状況 ①日本が他国と戦争

習 する子どもたちの の人形に対する気持 について、聞き取り をした理由や戦争

活 気持ちの変化や当 ちの変化から問題意 調査を行ったり、図 によって国民や他

動 時の人々の暮らし 識をもって課題を設 書館やインターネッ の国の人々に大き

に に関心をもち、意 定し、見通しをもっ トで資料を探したり な損害を与えたこ

。お 欲的に調べようと て調べ、自分なりに しながら、具体的に とを理解している

け している。 追究している。 調べている。

る ②当時の暮らしを調

、具 ②学習したことをも ②日本が戦争に突入し ②日本が戦争を拡大し べることを通して

体 とにして平和につ ていった理由を、当 ていく様子について 戦時体制へ移行し

の いて、これからの 時の状況や人々の考 調べたことをノート ていったことや国

評 自分や日本につい えなどから多面的に 等に分りやすく表現 民の生活が厳しい

価 て考えようとして 判断している。 している。 ものであったこと

規 いる。 を具体的に理解し

準 ③当時の国民の生活の ③戦争中の国民のくら ている。

様子を調べ、当時の しについて、当時の

状況をとらえてその 写真や文などを活用

意味について考えて して具体的に調べて

いる。 いる。



３ 指導と評価の計画（全７時間）

(1) 授業の流れ
第１次 青い眼の人形と戦争・・・・・・１時間

第２次 日本の戦争と人々のくらし・・・３時間

第３次 日本の戦争とアジアの国々・・・１時間

第４次 戦争終結とこれからの日本・・・２時間

(2) 単元指導計画
時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○子どもたち ○青い目の人形の写真を提

が日米友好 示し、昭和２年にアメリ

の架け橋で カから１万２千体贈られ ＜ア－①＞

あった青い たことを知る。 ○青い目の人形 ○発言 ○子供たちの心

本 目の人形を ○１６年後には、子どもた に対する子ど つぶやき 情変化を絵に

時 「壊せ！」 ちの態度が大きく変化し もたちの気持 ・子どもたちの して提示し、

と言うよう たことを知る。 ちの変化や当 気持ちが急激 イメージを膨

になってし ○本時の課題を設定する 時の人々の暮 に変化したこ らませること

まったのは なぜ子どもたちは、日 らしに関心を とに気付き、 で課題追究の、

日本の政治 本とアメリカの友好の架 もち、意欲的 そこに疑問を 意欲を高める

や教育が戦 け橋であった青い目の人 に調べようと 感じているか ようにする。

争に勝つこ 形を「壊せ！」というよ している。 を分析する。

とを中心に うになってしまったのだ

行われるよ ろう。

うになった ○課題に対する予想を交流 ＜イ－①＞

からである する。 ○子どもたちの ○学習ノート ○子どもたちの

ことがわか ○予想したことをもとに資 青い目の人形 発言内容 生活の中にま

り、戦争当 料から課題追究を行う。 に対する気持 ・資料から当時 で戦争に勝つ

時の状況を ちの変化から の日本の政治 ことを意識さ

調べようと 問題意識をも や教育が戦争 せるものが増

する意欲を って課題を設 に勝つことを 得ていること

もつ。 ○調べたことをもとに意見 定し、見通し 中心に行われ に気付いてい

を交流する。 をもって調 るようになっ る子の良さを

○自分の考え、疑問をまと べ、当時の社 ていたという 広めるように

める。 会状況につい ことに気付い 意図的に価値

○課題について話し合った て多面的に考 ているかとい 付ける。

ことをまとめる。 えている。 う視点で学習

子どもたちの気持ちま ノートや発言

で変えてしまった戦争が 内容を分析す

あったころは、どんな時 る。

代だったのだろう。

２ ○戦争が起き ○年表からいつごろどのよ

た理由と戦 うな戦争がおきたのかを

争拡大の経 つかむ。

緯を調べる

活動を通し 日本はなぜ戦争を起こ

て、日本が し、どのように広がって

不景気を脱 いったのだろう。 ＜ウ－②＞

するために ○なぜ日本が戦争を起 ○日本が戦争を ○学習ノート ○戦争が拡大し

大陸に進出 こしたのか理由を調べる 拡大していく ・戦争が拡大し ていく様子を。

し欧米諸国 様子について た理由を順序 年表の形式に

との関係が ○中国での戦争の広がりに 調べたことを だてて、分り まとめたり、

悪化して言 ついて調べる。 分りやすく表 やすくノート 地図で分りや

ったことや 現している。 にまとめてい すく表すよう

日本が中国 ○調べたことを交流し、当 るか分析する に助言する。

からアジア 時日本がどんな理由で、



や太平洋に どのようにして戦争を拡

戦場を広げ 大していったか仲間の意

ながらアメ 見をもとにして考えを深

リカやイギ める。

リスなどと ＜イ－②＞

戦ったこと ○戦争の広がりについて分 ○日本が戦争に ○学習ノート ○満州事変に至

を理解する ったことや疑問をまとめ 突入していっ ・戦争がおきた るまでの日本

ことができ る。 た理由を当時 理由をそのこ の状況に着目

る。 の状況や人々 ろの日本の状 させ、不景気

の考えなどか 況と結びつけ だったことや

ら多面的に判 て判断できて 軍部の力が大

断している。 いるかを分析 きくなってき

する。 たことなどを

考えてまとめ

るように助言

する。

３ ○アジアの人

人の受けた 日本はアジアの人々に

被害を調べ どんな影響を与えたのだ

る活動を通 ろう。 ＜エ－①＞

して日本が ○資料から課題追究を行う ○日本が他国と ○学習ノート ○アジア諸国の。

戦火を拡大 ○調べたことを交流する。 戦争をした理 ・日本がアジア 犠牲者の数を

していく中 由や戦争によ の人々にどの 示す資料や写

で、朝鮮や って国民や他 ような損害を 真に写ってい

中国をはじ の国の人々に 与えたのかを る人の表情な

めとするア 大きな損害を 資料から具体 どに注目する

ジア諸国の ○分ったことをまとめる。 与えたことを 的に読み取っ ように助言す

人々に大き 理解している ているかを分 る。

な損害を与 析する。

えたことを

理解するこ

。とができる

４ ○戦争中の国

民生活に関 戦争中、国民はどのよ

心をもって うな生活をしていたのだ、

進んで聞き ろう。

取り調査や ＜ウ－①＞

資料集めを ○調べる視点でグループ分 ○戦争中の日本 ○学習ノート ○様々な立場の

し、調べた けをし、それぞれの立場 の状況につい ・どの人の立場 人々にかかわ

ことをまと から見たくらしの様子を て、聞き取り をどのような る複数の資料

めることが 調べる。 調査を行った 方法で調べた を掲示してお

できる。 （例）兵隊のくらし り、図書館や かを明確にし き、自分の調

子どものくらし インターネッ て、どんな資 べたいことに

女性のくらしなど トで資料を探 料を使って具 合う資料を選

したりしなが 体的に調べて 択して調べる

ら、具体的に いるかを分析 ように助言す

調べている。 する。 る。

＜ウ－③＞

○本時までに家庭などで聞 ○戦争中の国民 ○学習ノート ○一つの資料だ

き取り調査をしておき、 のくらしにつ ・どの立場でも けでなく 「お、

当時の状況や暮らしにつ いて、当時の 国民の生活が 父さんが戦争

いてまとめる。 写真や文など 戦時体制に結 にいったあと

を活用して具 び付いている のお母さんの

体的に調べて ことを多様な 暮らしはどう

いる。 資料の中から かわったのか



読み取ってい な」などの発

るかを分析す 問で、生活の

る。 様々な場面を

取り上げて調

べ、生活全体

として考えら

れるように助

言する。

５ ○国民の生活 ＜エ－②＞

について聞 戦争中、国民はどのよ ○当時の暮らし ○発表の様子 ○写真資料にあ

き取り調査 うな生活をしていたのだ を調べること ・具体的な資料 る人物の表情

や調べ学習 ろう。 を通して、戦 の分析から、 や標語の言葉

を行ってき ○調べたことをもとに意見 時体制へ移行 根拠を明らか などに着目し

たことを交 を交流し、仲間の意見を していったこ にして発言し て、当時のく

流すること 参考にしながら、当時の とや国民の生 ているか、自 らしと人々の

を通して、 できごとと、それが国民 活が厳しいも 分の考えを付 思いを考える

国民の生活 の生活に与えた影響につ のであったこ け加えて発言 ように助言す

は戦争一色 いて考える。 とを具体的に しているかと る。

であり、制 理解している いう視点で分

約の多い苦 析する。

しいもので

あったこと ＜イ－③＞

を理解する ○戦争中の国民の生活がど ○当時の国民の ○学習ノート ○生活の様子だ

ことができ のようなものであったか 生活の様子を ・国民全体が戦 けでとらえて、

、る。 またそれに対する自分の 調べ、当時の 争に向かって いる児童には

考えをまとめる。 状況をとらえ おり、現状を 「○○さんは

てその意味に 批判すること どんな気持ち

ついて考え、 などはできな になったか」

適切に判断し かったことに と問い、当時

ている。 ついて記述さ の人々の思い

れているか分 を含めてまと

析する。 めるように助

言する。

６ ○戦争の終結 ○長かった戦争が終結を迎

に至る過程 えたことを知り、どのよ

について調 うに終わったのかを予想 ＜エ－①＞

べることを する。 ○日本が他国と ○学習ノート ○日本各地での

通して、国 戦争をした理 ・調べ学習の視 できごとを順

、民や他の国 多くの人に被害を与え 由や戦争によ 点に沿って、 に板書したり

の人々に大 た戦争はどのようにして って国民や他 資料から戦争 写真を提示し

きな損害を 終わったのだろう。 の国の人々に 終結に至る過 たり年表を工

与えて長か 大きな損害を 程を具体的に 夫したりする

った戦争が 与えたことを つかんでいる ことで、終戦

終結したこ 理解している かという視点 に至る経緯や

とが分る。 ○終戦が近づいてきたころ で分析する。 損害の大きさ

の日本各地のできごとを を分りやすく

調べる。 まとめる。

７ ○和知小にな ○青い眼の人形が和知小に

ぜ青い眼の 残されていることを知ら

人形が残っ せる。

ているのか なぜ和知小には青い眼

を考えるこ の人形が残されているの

とを通して だろう。、

戦争をして ○課題について予想する。

いても同じ ○資料から課題追究する。



人間だとい ○仲間と意見を交流し考え

う思いを理 を深める。

解し、これ ＜ア－②＞

からの平和 ○人形を守ったＭさんの話 ○学習したこと ○学習ノート ○「殺されるか

について自 を聞く。 をもとにしな ・同じ人間を大 もしれないの

分の考えを がらて平和に 切にするとい にどうして隠

まとめるこ ついて、これ うＭさんの思 したのか」と

とができる からの自分や いについて自 問い、 さん。 M
日本について 分の考えが書 の強い信念に

考えようとし かれているか 気付かせてい

ている。 分析する。 く。

、○これまでの学習を通して

戦争について、また戦争 ・戦争は二度と ○戦争の恐ろし

、が起こらないためにどん 起こしてはな さだけでなく

なことができるのか自分 らないという 戦争を起こさ

の考えをまとめる。 ことや、戦争 ないためには

がおきないよ どうしたらよ

うにするため いかを戦争が

にはどうした 起こった経緯

らよいかとい を振り返りな

う記述がされ がら考えるよ

。ているかを分 うに助言する

析する。

４ 単位時間の授業展開例

（１） 本時のねらい

・子どもたちが日米友好の架け橋であった青い目の人形を「壊せ！」と言うようになってしま

ったのは、日本の政治や教育が戦争に勝つことを中心に行われるようになったからであること

が分り、戦争当時の状況を調べようとする意欲をもつことができる。

（２） 本時の位置

１／７時

（３） 展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ ○青い眼の人形の写真を提示し、昭和２年 ＜ア－①＞

か にアメリカから日米友好を目的として１ ◎青い眼の人形に対す ○唱歌の歌詞や八百津町

む 万２千体贈られたことを知る。 る子どもたちの気持 立和知小学校の「パッ

＜資料１＞ 青い眼の人形 ちの変化に関心をも テローちゃん」の写真

パッテローちゃん ち、意欲的に調べよ を見せるなどして、学

。うとしている。 習への期待感を高める

○人形が送られた小学校の様子を調べる。

＜資料２＞ エルベラー嬢 歓迎会 ○学習ノート ○資料を見ても歓迎ぶり

発言内容 を意欲的に調べること

・青い目の人形がやっ のできない児童には、

てきたときの日本の 子どもたちの持ってい

子どもたちの歓迎ぶ る国旗や運動場に飾ら

りを示す具体的事実 れた万国旗などの具体

に注目して意欲的に 物に注目させて 「どん、



調べているかをとら な気持ちを表している

える。 か 」と問いかける。。

○表情・つぶやき ○当時の子どもたちの気

○あんなに喜んでいたのに１６年後の子ど 発言内容 持ちの激変に驚きが少

もたちは 「こわせ」と言っている。子ど ・日本の子どもたちの ない児童に対しては、、

もたちの態度が大きく変化したのはなぜ 気持ちが大きく変化 子どもたちの気持ちの

だろうか。 したことに気付くと 変化を表情で強調した

＜資料３＞ 叩き壊せ 青い目の人形 ともに、その事実に 絵で気持ちの変化をイ

、驚き、青い目の人形 メージできるようにし

の運命の激変に対す 全員に変化の大きさに

追 る関心や追究意欲が 気付かせた上で課題を

究 ○ 本時の課題を設定する。 高まっているかをと 提示していく。

す なぜ子どもたちは、日本とアメリカの らえる。

る 友好の架け橋であった青い目の人形を 壊「

せ！」と言うようになってしまったのだ ＜イ－①＞

ろう。 ◎子どもたちの青い目 ○１６年間をとらえさせ

○課題に対する予想を交流する。 の人形に対する気持 るために、年表を提示

・学校の先生にそうしろと教えられたから ちの変化から問題意 し、戦争が始まった事

・戦争が始まって、日本とアメリカは敵に 識をもって課題を設 実を時間の流れの中で

なったから 定し、見通しをもっ つかませる。

て調べ、自分なりに ○戦争に勝利することに

追究している。 向かっていた日本の様

子をとらえることので

○学習ノート きない児童に対しては

○予想したことをもとに資料から子どもた 発言内容 資料集にある当時の教

ちが「青い目の人形」を「壊せ！」と言 ・資料から、当時の政 科書と現在の教科書を

ったわけについて追究する。 府も教育も戦争に勝 比較させ、学校ではア

＜資料４＞ 文部省の態度 利するという大きな メリカのことをどのよ

＜資料５＞ あるおじいさんの話 目的に向かっていっ うに考えるよう教えら

＜資料６＞ 当時の教科書 た時代であるという れていたかと助言し、

（社会科資料集を活用） ことをとらえている 自分の考えをもてるよ

かを記述されたこと うにする。

ばや発言の表現から

分析する。 ○資料をもとに自分の考

えを組み立てられない

○調べたことをもとに意見を交流する。 児童については、資料

○もし自分たちが同じ立場におかれたら、 のどの事実から分るこ

人形をどうするか話し合う。 となのかを問い返し、

○この当時の人たちの考えや生活を調べる 根拠を明確にできるよ

ま にはどんな方法があるかを考える。 うにする。

。と ○課題について話し合ったことをまとめる

め 戦争が始まると政府も教育も戦争中心になっていた。青い目の

「 」 。る 人形も子どもたちに 壊せ！ と言われるようになってしまった

今、自分なら戦争が始まったからといって壊してしまおうとは

、 。思わないし どこかに片付けておくなど他の方法もあっただろう

でも、そんなふうに子どもたちの気持ちまで変えてしまった戦

争とはどんな時代だったんだろう。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

本時の評価と、個に応じた指導の事例を以下のようにまとめた。

「学習活動における具体の評価規準」に照らして「十分に満足できる」状況（Ａ）を実現していると

判断した児童の具体的な状況例、及び「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した児童がいる場合の指導

の具体的な手だてを示している。

授業展開の中で「学習活動における具体の評価規準」に照らして、この学習状況を把握することに

努める。その際 「努力を要する」状況と判断した児童に対して学習状況に応じた指導の手立てを講じ、

て、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。それと合わせて 「十分満足できる」状況と判断でき、

る児童の姿が実現されることを目指して、指導・援助に努めていく。

◆１／７時の事例

【社会的事象への関心・意欲・態度】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ） 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した児

具体の評価規準 を実現していると判断した児童 童への指導の手だて

の具体的な状況例

＜ア－①＞

○青い目の人形に対 ○学習ノートや発言内容・つぶ ○青い目の人形に対する子どもたちの気持

する子どもたちの やきなどから、青い目の人形 ちの変化について関心の低い児童につい

気持ちの変化や当 に対する当時の子どもたちの ては、その変化を絵などで提示し、人物

時の人々の暮らし 気持ちの変化に対する驚きや の表情や資料中の具体物に着目させるこ、

に関心をもち、意 その変化がどのようにして起 とで、具体的にイメージをもたせて、も

欲的に調べようと こったのか問題意識をもち、 う一度問題意識をもてるよう個別に支援

している。 当時の社会状況を調べ、問題 する。

。解決につなげようとしている

【社会的な思考・判断】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ） 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した児

具体の評価規準 を実現していると判断した児童 童への指導の手だて

の具体的な状況例

＜イ－①＞

○子どもたちの青い ○学習ノートや発言内容の分析 ○１６年間をとらえさせるために、年表を

目の人形に対する から、資料から日本政府も教 提示し、戦争が始まった事実を時間の流

気変化から問題意 育も戦争に勝利することに向 れの中でつかませる。

識をもって課題を かっていった世の中であると ○戦争に勝利することに向かっていた日本

設定し、見通しを 言う事実を読み取って、自分 の様子をとらえることのできない児童に

もって調べ、自分 なりに当時の人々の思いを考 対しては、資料集にある当時の教科書と

なりに追究してい えている。 現在の教科書を比較するように助言し、

る。 自分の考えをもてるようにする。

○資料をもとに自分の考えを組み立てられ

ない児童については、資料のどの事実か

ら分ることなのかを問い返し、根拠を明

確にできるようにする。



６ 参考資料

資料１ 青い目の人形 資料２ エルベラー嬢 歓迎会

パッテローちゃん （郡上郡大和町の小学校の様子）

資料３ 叩き壊せ 青い目の人形

「人形をどうするとよいか 」。

という質問に対する子どもの答え

焼いてしまえ 人133
こわす 人89
送り返す 人44
海へ捨てる 人33

目のつくところに 人31
おいて毎日いじめる

補助資料 子どもたちの気持ちの変化

アメリカから
青い目の人形が贈られた頃 戦争をしていた頃

資料４ 文部省の態度 （当時の新聞記事をやさしくしたもの）

青い目の人形を人目につくように飾ってあるところがあるならば、すぐに引っ込めて
こわすなり、焼くなり海へ捨てるなりすることは賛成である 常識から考えて、米英打倒
のこの戦争が始まったと同時に、そんなものは 引っ込めてしまうのが当然だろう。



資料５ あるおじいさんの話
あの頃は戦争に反対するようなことを言ったり、戦争に負けるかもしれないというよ

うなことを言ったりすると、周りから仲間はずれにされた。食料を分けて もらえなかっ
たり、特高に逮捕されたり「おまえは非国民だ 」と周りからののしら れ、冷たい目で。
見られた。アメリカやイギリスのことを好きだと言ったり、その国の音楽を聞いたりす
ることもできなかったよ。

資料６ 当時の教科書（社会科資料集を利用）

資料７ 人形を守った水谷先生 資料８ 和知小学校の子どもと青い目の人形


